
教
会
で
の
一
コ
マ

　
「
体
は
一
つ
で
も
、
多
く
の
部

分
か
ら
成
り
、
体
の
す
べ
て
の
部

分
の
数
は
多
く
て
も
、
体
は
一
つ

で
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一

つ
の
霊
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
と
ギ
リ

シ
ア
人
で
あ
ろ
う
と
、
奴
隷
で
あ

ろ
う
と
自
由
な
身
分
の
者
で
あ
ろ

う
と
、
皆
一
つ
の
体
と
な
る
た
め

に
洗
礼
を
受
け
、
皆
一
つ
の
霊
を

飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。」

（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
十
二
：
十
二
〜
十

三
）

　

先
日
、
あ
る
方
か
ら「
教
会
に

来
ら
れ
な
い
時
期
が
続
い
た
時

に
、
〇
〇
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。」と
い
う
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ま
た
あ
る
方
が
、
教
会
に
久

し
ぶ
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
方

に
「
毎
朝
お
祈
り
し
て
い
ま
し

た
。」と
声
を
か
け
て
い
る
姿
を
お

見
か
け
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
教

会
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た

以
前
の
よ
う
な
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、「
教
会
と
は
何
か
？
」と

い
う
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
会
の
一
致

　
「
教
会
と
は
何
か
」と
い
う
事
を

論
じ
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
人
物
に
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
彼
は
紀
元
三

世
紀
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝

国
か
ら
迫
害
さ
れ
て
い
た
時
代
の

カ
ル
タ
ゴ
の
司
教
で
し
た
。
迫
害

の
時
代
に
は
教
会
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
人
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
迫

害
が
終
わ
る
と
教
会
に
戻
っ
て
く

る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
人
を
巡
っ
て
、
迫
害
下

で
も
教
会
に
留
ま
っ
て
い
た
人
の

一
部
か
ら
不
満
が
出
て
、
教
会
は

分
裂
の
危
機
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

時
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
教
会
の
こ

と
を
「
太
陽
は
多
く
の
光
線
を

持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
光
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
一
本
の
木
に
は

多
く
の
枝
が
あ
る
が
、
一
つ
の
幹

の
み
が
深
い
根
か
ら
上
に
伸
び
て

い
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
小
川
も

た
だ
一
つ
の
水
源
の
み
か
ら
流
れ

出
て
く
る
」
と
表
現
し
た
の
で

す
。
つ
ま
り
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
、

「
教
会
と
は
何
か
」と
考
え
る
時
に

「
一
致
を
実
現
す
る
こ
と
」が
大
切

で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
ロ
ー
マ
帝

国
内
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
キ
プ
リ

ア
ヌ
ス
は
、
病
む
人
と
危
険
な
状

態
に
あ
る
人
々
を
ケ
ア
す
る
こ
と

に
集
中
す
る
よ
う
に
と
教
会
に
指

示
を
出
し
ま
し
た
。「
教
会
の
一

致
」を
強
く
主
張
し
た
キ
プ
リ
ア

ヌ
ス
は
、
人
々
に
隣
人
へ
の
ケ
ア

と
憐
れ
み
の
実
践
を
求
め
て
い
た

の
で
す
。

　

英
語
のcare

for

と
い
う
言
葉

を
調
べ
て
み
る
と
、「
〜
の
世
話

を
す
る
・
〜
を
介
護
す
る
」と
い

う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
〜
の

こ
と
を
思
い
や
り
を
持
っ
て
考
え

る
」と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
直
接

お
会
い
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
近
所
に
も
誰
に
も
会
う
こ
と

が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
方
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

時
に
こ
そ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、「
〇
〇
さ
ん
の
こ
と
を
思
い

や
っ
て
考
え
、
行
動
に
移
し
て
み

る
」こ
と
が「
教
会
」を
創
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。
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十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

ト　

マ　

ス　

池　

田　

義　

広

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

　

べ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

美　

紀

　

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

七　

海

　

ト　

マ　

ス　

佐
々
木　
　
　

陸

広
島
復
活
教
会

　

エ
ス
テ
ル　

三　

宅　

美　

希

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

　

マ　

リ　

ア　

西　

本　

信　

枝

広
島
復
活
教
会

十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

　

ス
ザ
ン
ナ　

前　

林　

三
智
子

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

十
二
月
六
日
（
日
）

　

グ
レ
ー
ス　

坂　

本　

修　

子

　

ミ
カ
エ
ル　

石　

部　
　
　

強

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

ト　

マ　

ス　

池　

田　

義　

広

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　

グ
レ
ー
ス　

益　

田　

純　

伶

　

ジ
ョ
イ
ス　

益　

田　
　
　

葵

明
石
聖
マ
リ
ア
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

 

 ＊３月の記念逝去教役者
３日
６日
11日
12日
13日
16日
17日
17日
18日
21日
22日
22日
23日
25日
27日
27日
29日
30日
31日

司 祭
宣教師
宣教師
主 教
伝道師
宣教師
司 祭
宣教師
主 教
主 教
司 祭
伝道師
伝道師
伝道師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師

フレッド
アリス

アンジェラ
ヤコブ

エリザベス
エリック

フローレンス
クリストファー

ヒュー
オリバー
ナオミ
ハンナ

エリザベツ

ウォルター
ステパノ
ヨハネ
マリヤ

ケテルウェル
ロ バ ー ツ
オグレスビー
八 代　　崇
明 山 せ つ
ナ ッ シ ュ
ア レ ン
ガーデナー
木川田 一郎
フ ォ ス
ナ イ ト
広瀬なおみ
田中ハナ子
億川　三重
中尾ミサヲ
ウェストン
袴田観　一
粟飯原亀一
阿 部　　浄

３月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

日時　2021年３月４日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　執事　遠藤　洋介

司
祭　

バ
ル
ナ
バ　

永
　
野
　
拓
　
也

今
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

今
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

（
広
島
復
活
教
会
副
牧
師
）

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

初　
　

陪　
　

餐

祝　
　

洗　
　

礼
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十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

ト　

マ　

ス　

池　

田　

義　

広

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

　

べ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

美　

紀

十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

　

ス
ザ
ン
ナ　

前　

林　

三
智
子

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

十
一
月　

三
日
（
火
）

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

常　

永　

秀　

子

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

十
二
月
六
日
（
日
）

　

マ　

リ　

ア　

松　

本　

志
津
枝

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

　

マ　

リ　

ア　

西　

本　

信　

枝

広
島
復
活
教
会

　

フ
ラ
ン
シ
ス　

津　

田　

信　

吾

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

救
主
降
生

二
〇
二
一
年
一
月
一
日

日
本
聖
公
会
神
戸
教
区

主
教  

オ
ー
ガ
ス
チ
ン  

小
林 

尚
明

下
記
の
よ
う
に
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
す
。

司
祭  

マ
ル
コ  

藤
井　

尚
人

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
牧
師
の
任
を
解

く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

広
島
復
活
教
会
牧
師
に
任
命
す
る
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

呉
信
愛
教
会
の
管
理
牧
師
を
委
嘱
す

る
。

司
祭  

ト
マ
ス  

河
村　

博
之

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
の
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
国
際
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
に
出
向

を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

　
　

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

司
祭  

ヨ
シ
ュ
ア  

長
田　

吉
史

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

広
島
復
活
教
会
牧
師
の
任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

呉
信
愛
教
会
管
理
牧
師
の
委
嘱
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月　

一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
に

任
命
す
る
。

司
祭  

オ
ー
ガ
ス
チ
ン  

輿
賀
田 

光
嗣

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

立
教
英
国
学
院
出
向
の
任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月　

一
日
付

神
戸
国
際
大
学
附
属
高
校
チ
ャ
プ

レ
ン
に
出
向
を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

　
　

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

司
祭  

イ
サ
ク  

坪
井　

智

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
教
区
主
教
座
聖
堂
主
日
勤
務
の

任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
管
理
牧
師
を

委
嘱
す
る
。

執
事  

テ
モ
テ  

遠
藤　

洋
介

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
牧
師
補
の
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

東
北
教
区
出
向
を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

　

礼
拝
自
粛
の
際
な
ど
に
は
教
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
主
日
の
説
教
動

画
」「
自
宅
で
の
祈
り
」ま
た
は「
礼

拝
の
動
画
」を
ご
覧
に
な
り
な
が

ら
、
共
に
お
祈
り
を
お
さ
さ
げ
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ホ
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://w
w
w
.nskk-kobe.org/

ご　
　

逝　
　

去

祝　
　

堅　
　

信

お
詫
び
と
訂
正

　

神
の
お
と
ず
れ
一
月
号
四
頁
の

「
二
月
の
教
区
逝
去
者
記
念
式
」

の
案
内
に
お
い
て
、「
説
教 

執
事

河
村
博
之
」と
あ
り
ま
し
た
が
、

執
事
は
誤
り
で
正
し
く
は
司
祭
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。　
　
　
　

  （
広
報
部
）

公　
　

示

１
．
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
H
P
に
掲
載
の

The E
ucharist and com

ing
out of lockdow

n: A
 tract

for these C
O
V
ID
-19 tim

es,

「
聖
餐
式
再
開
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
」

を
二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
に
参
照
。

１
．
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コ
ロ
ナ
感
染
症
は
収
束
が
見

え
ず
、
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
神
様
は
私

た
ち
に
何
を
語
っ
て
く
だ
さ
る

の
か
、
聴
く
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
十
一
月
二
十
九

日
の
降
臨
節
第
一
主
日
の
説
教

を
考
え
て
い
た
時
で
す
。
福
音

書
は
マ
ル
コ
伝
十
三
章
の「
目
を

覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」が
テ
ー
マ

で
す
。
い
つ
イ
エ
ス
様
が
帰
っ

て
来
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、

準
備
し
て
い
な
さ
い
、
と
い
う

勧
め
の
言
葉
で
す
。「
ま
た
か
」

と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

実
は
、
十
一
月
八
日
の
特
定

二
十
七
も
マ
タ
イ
伝
の
同
じ「
目

を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」で
し

た
。
マ
タ
イ
伝
の
方
は
、
こ
の

後
、「
十
人
の
お
と
め
」、「
タ
ラ

ン
ト
ン
」、「
す
べ
て
の
民
族
を

裁
く
」と
続
き
ま
す
。
要
は
、
目

を
覚
ま
し
て
い
る
、
準
備
が
出

来
て
い
る
と
い
う
の
は
、
自
分

の
才
能
を
神
様
の
た
め
に
使

い
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

こ
と
、
と
マ
タ
イ
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
マ
ル
コ
は
、

と
考
え
て
、
こ
の「
目
を
覚
ま
し

て
い
な
さ
い
」が
結
論
で
、
そ
の

後
に
、
マ
タ
イ
の
よ
う
な
具
体

的
な
指
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
も
う
一
度
、
マ
ル
コ
伝

を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
イ
エ
ス

様
の
再
臨
の
前
に
、
戦
争
の
騒

ぎ
や
地
震
、
飢
饉
が
起
こ
り
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
迫
害
、
偽
メ

シ
ア
や
偽
預
言
者
が
現
れ
、
惑

わ
そ
う
と
す
る
が
気
を
付
け
て

い
な
さ
い
、
と
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
と
め

が「
天
地
は
滅
び
る
が
、
わ
た
し

の
言
葉
は
決
し
て
滅
び
な
い（
十

三
：
三
十
一
）」で
し
た
。
そ
の

後
に
、
一
つ
の
譬
え
が
あ
っ

て
、
次
に
来
る
の
が
、
こ
の「
目

を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」で
す
。

で
す
か
ら
マ
ル
コ
の
考
え
る
目

を
覚
ま
し
て
い
る
こ
と
と
は
、

天
地
は
滅
び
る
が
イ
エ
ス
様
は

決
し
て
滅
び
な
い
、
こ
の
イ
エ

ス
様
を
し
っ
か
り
信
じ
て
い
る

こ
と
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
無
く
な
っ
た
ら
大
変
だ
、

と
心
配
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

も
の
は
、
滅
び
る
も
の
、
過
ぎ

去
っ
て
い
く
も
の
で
、
本
当
の

安
心
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
イ
エ
ス
様
だ
け
を
信

じ
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
、
と
安

心
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
気
づ
い

た
こ
と
は
、
滅
び
て
い
く
、
過

ぎ
去
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、
大
切
な
も
の
、
い
と
お
し

い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
も
の
に
し
ろ
、

人
も
同
じ
で
す
。
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（神

戸
教
区
主
教
）

　

管
区
の
総
会
が
リ
モ
ー
ト
で
行

わ
れ
た
十
月
の
末
、
植
松
首
座
主

教
様
の
所
へ
北
ル
ソ
ン
教
区
の
ヒ

ラ
リ
ー
主
教
様
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
聖
公
会
の
信
徒
が
日
本
で
交
通

事
故
に
遭
っ
た
と
の
一
報
が
入
り

ま
し
た
。

　

彼
女
は
マ
イ
ラ
さ
ん
と
い
う
二

十
八
歳
の
介
護
士
候
補
生
で
、
日

本
で
研
修
を
始
め
て
ま
だ
一
年
と

経
た
な
い
青
年
で
す
。
徳
島
県
と

の
県
境
に
あ
る
、
東
か
が
わ
市
で

通
勤
中
に
事
故
に
遭
い
、
昏
睡
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
ご
家
族
の
到
着
を
待
っ

て
、
生
命
維
持
装
置
を
外
す
か
否

か
の
選
択
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
状
況
と
の
つ
ら
い
情
報
も
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
幸
い
数
週
間
で

自
発
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
人
工
呼
吸
器
も
は
ず
れ
ま
し

た
。

　

け
れ
ど
も
、
技
能
実
習
生
で
あ

れ
ば
帰
国
ま
で
面
倒
を
見
て
い
た

だ
け
る
の
で
す
が
、
経
済
連
携
協

定
に
よ
る
看
護
師
や
介
護
士
と
、

そ
の
候
補
生
に
つ
い
て
は
、
勉
強

し
て
資
格
取
得
の
後
、
長
く
日
本

国
内
で
働
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
に
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

香
川
医
大
病
院
の
説
明
に
よ
る

と
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で
は
、
帰
国

の
た
め
に
約
一
千
五
百
万
円
の
運

賃
が
か
か
り
、
終
息
し
た
と
し
て

も
五
百
万
円
以
上
必
要
で
、
費
用

補
助
が
な
い
限
り
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

十
二
月
に
入
り
、
人
道
的
な
観

点
か
ら
特
別
の
ビ
ザ
が
給
付
さ

れ
、
ご
家
族
は
日
本
に
入
国
で
き

ま
し
た
が
、
二
週
間
の
隔
離
期
間

が
必
要
で
、
待
機
期
間
を
経
て
、

妹
さ
ん
と
叔
母
さ
ん
が
よ
う
や
く

香
川
県
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
十
二
月
中
旬
の
こ
と
で

し
た
。

　

大
学
病
院
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
面
会
も
叶
わ
ず
、
意
識
の
回
復

は
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
の
説
明

が
主
治
医
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
誤
嚥
性
肺
炎
も
発
症
し
、
現

在
は
抗
生
物
質
で
抑
え
て
い
る
も

の
の
、
微
熱
も
続
い
て
い
ま
す
。

年
末
に
済
生
会
病
院
に
転
院
し
、

一
日
十
五
分
だ
け
の
面
会
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
本
人
の
医
療

費
・
療
養
費
等
は
保
険
な
ど
で
賄

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ご
家
族

の
滞
在
費
用
は
、
マ
イ
ラ
さ
ん
の

保
険
金
や
年
金
で
賄
う
こ
と
は
制

度
上
で
き
ま
せ
ん
。

　

幸
い
、
ご
家
族
の
往
復
旅
費
に

つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
事
館

が
用
立
て
て
お
り
、
返
済
義
務
も

な
い
よ
う
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
一
度
出
国
す
る

と
、
現
状
で
は
何
か
あ
っ
て
も
再

び
入
国
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の

で
、
ビ
ザ
の
許
す
九
十
日
間
、
ご

家
族
は
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
聖
公
会
は
、
神
戸

教
区
も
長
く
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を

通
し
て
馴
染
み
の
あ
る
教
会
で
あ

り
、
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
、
教
区
と
し
て
検
討
中
で
す
。

　

今
日
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
っ

て
農
業
・
漁
業
に
限
ら
ず
介
護
・

医
療
に
至
る
ま
で
、
日
本
人
の
生

活
を
支
え
て
戴
く
た
め
、
国
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
外
国
人
労
働
者
が
増
え
れ

ば
、
当
然
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま

す
。

　

神
戸
教
区
で
も
、
私
達
の
主
に

あ
る
家
族
が
、
異
国
の
地
で
慣
れ

な
い
環
境
の
中
で
苦
境
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
時
間
を

か
け
、
共
生
の
仕
組
み
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
は
、
福
音
書
の

イ
エ
ス
様
の
た
と
え
話
に
あ
る

「
傷
つ
い
た
旅
人
の
、
宿
代
を
負

担
し
た
隣
人
」と
な
っ
て
下
さ
る

方
々
を
、
求
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

目
標
金
額
は
二
十
万
円
、
期
間

は
二
月
末
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
各
教
会
に
お
配
り
す
る
趣

意
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
神

様
の
も
と
に
集
う
こ
と
を
喜
び
と

す
る
教
会
は
、
思
う
よ
う
に
礼
拝

や
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
教
会
の
教
会
建

築
事
業
の
た
め
、
三
度
目
と
な
る

収
穫
感
謝
献
金
に
ご
協
力
い
た
だ

き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で

紙
面
を
お
借
り
し
、
感
謝
に
か
え

て
徳
山
の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
建
築
事

業
は
、
老
朽
化
し
た
会
館
兼
教
役

者
住
居（
当
時
築
八
十
三
年
）を
ど

う
維
持
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、

現
在
行
っ
て
い
る
教
会
活
動
を
ど

の
よ
う
に
活
発
化
さ
せ
る
か
と
い

う
問
題
に
答
え
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
当
然
の
事
と
し
て
教
会
の

会
館
は「
信
徒
の
た
め
の
会
館
」で

あ
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
建
築
で
は
思
い
切

っ
て「
教
会
以
外
の
方
々
に
も
利
用

し
や
す
い
会
館
」を
目
指
し
ま
し

た
。
現
在
も
運
用
面
で
の
試
行
錯

誤
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
信
徒
そ

し
て
外
部
の
方
々
と
共
に
い
ろ
い

ろ
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
、
不
定
期
な
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
各
種
手
芸
、
語
学
、
習

字
、
小
学
生
学
習
教
室
、
木
工
、

聖
書
講
読
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
の
会
館
へ
の
入
場

者
数
は
、
礼
拝
後
の
食
事
会
、
日

曜
学
校
、
教
会
行
事
や
バ
ザ
ー
を

除
い
て
一
〇
三
三
名
で
し
た（「
会

館
使
用
記
録
」調
べ
）。
こ
れ
を
交

流
人
口
と
位
置
付
け
て
活
動
を
継

続
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
カ
フ
ェ
や
手
芸
品
の

展
示
・
販
売
を
行
う
マ
ル
シ
ェ
で

は
、
会
館
が
出
会
い
や
交
流
の
場

に
な
り
、
次
の
展
開
が
期
待
さ
れ

る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時

に
は
、
聖
職
と
信
徒
も
多
少
な
り

と
も
関
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
誰

で
も
で
き
る
教
会
の
ビ
ラ
配
り
。

こ
う
い
っ
た
交
流
事
業
は
、
教
会

の
情
報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
と

て
も
良
い
機
会
で
す
。

　

さ
て
、
毎
年
桜
の
花
び
ら
が
散

る
頃
に
な
る
と
建
築
会
計
担
当
者

さ
ん
は
、
そ
ろ
ば
ん
片
手
に
ソ
ワ

ソ
ワ
し
は
じ
め
ま
す
。
日
本
聖
公

会
管
区
に
は
建
築
融
資
金
運
営
委

員
会
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
借
財

が
残
り
約
六
〇
〇
万
円（
毎
年
約
百

万
円
返
済
）で
す
。
二
〇
一
八
年
ま

で
計
画
通
り
返
済
し
て
い
ま
し
た

が
、
教
区
分
担
金
計
算
方
法
の
変

更
や
教
会
を
支
え
る
信
徒
の
減
少

な
ど
で
不
足
が
生
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け

で
、
皆
様
の
お
祈
り
と
ご
協
力

は
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
く
、
は
や

り
病
の
混
乱
が
落
ち
着
き
、
ど
な

た
も
自
由
に
神
様
の
も
と
に
集
う

事
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
」収
穫
感
謝
献
金
報
告

二
デ
ナ
リ
オ
ン
の

　
　
　
　 

隣
人
を
求
め
て
い
ま
す

（                               

）

神
戸
教
区
教
務
局
長

司
祭  

パ
ウ
ロ 

上
原
信
幸

（                               

）

片
理
　
入
馬

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
信
徒
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中
で
」
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コ
ロ
ナ
感
染
症
は
収
束
が
見

え
ず
、
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
神
様
は
私

た
ち
に
何
を
語
っ
て
く
だ
さ
る

の
か
、
聴
く
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
十
一
月
二
十
九

日
の
降
臨
節
第
一
主
日
の
説
教

を
考
え
て
い
た
時
で
す
。
福
音

書
は
マ
ル
コ
伝
十
三
章
の「
目
を

覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」が
テ
ー
マ

で
す
。
い
つ
イ
エ
ス
様
が
帰
っ

て
来
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、

準
備
し
て
い
な
さ
い
、
と
い
う

勧
め
の
言
葉
で
す
。「
ま
た
か
」

と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

実
は
、
十
一
月
八
日
の
特
定

二
十
七
も
マ
タ
イ
伝
の
同
じ「
目

を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」で
し

た
。
マ
タ
イ
伝
の
方
は
、
こ
の

後
、「
十
人
の
お
と
め
」、「
タ
ラ

ン
ト
ン
」、「
す
べ
て
の
民
族
を

裁
く
」と
続
き
ま
す
。
要
は
、
目

を
覚
ま
し
て
い
る
、
準
備
が
出

来
て
い
る
と
い
う
の
は
、
自
分

の
才
能
を
神
様
の
た
め
に
使

い
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

こ
と
、
と
マ
タ
イ
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
マ
ル
コ
は
、

と
考
え
て
、
こ
の「
目
を
覚
ま
し

て
い
な
さ
い
」が
結
論
で
、
そ
の

後
に
、
マ
タ
イ
の
よ
う
な
具
体

的
な
指
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
も
う
一
度
、
マ
ル
コ
伝

を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
イ
エ
ス

様
の
再
臨
の
前
に
、
戦
争
の
騒

ぎ
や
地
震
、
飢
饉
が
起
こ
り
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
迫
害
、
偽
メ

シ
ア
や
偽
預
言
者
が
現
れ
、
惑

わ
そ
う
と
す
る
が
気
を
付
け
て

い
な
さ
い
、
と
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
と
め

が「
天
地
は
滅
び
る
が
、
わ
た
し

の
言
葉
は
決
し
て
滅
び
な
い（
十

三
：
三
十
一
）」で
し
た
。
そ
の

後
に
、
一
つ
の
譬
え
が
あ
っ

て
、
次
に
来
る
の
が
、
こ
の「
目

を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」で
す
。

で
す
か
ら
マ
ル
コ
の
考
え
る
目

を
覚
ま
し
て
い
る
こ
と
と
は
、

天
地
は
滅
び
る
が
イ
エ
ス
様
は

決
し
て
滅
び
な
い
、
こ
の
イ
エ

ス
様
を
し
っ
か
り
信
じ
て
い
る

こ
と
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
無
く
な
っ
た
ら
大
変
だ
、

と
心
配
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の

も
の
は
、
滅
び
る
も
の
、
過
ぎ

去
っ
て
い
く
も
の
で
、
本
当
の

安
心
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
イ
エ
ス
様
だ
け
を
信

じ
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
、
と
安

心
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
気
づ
い

た
こ
と
は
、
滅
び
て
い
く
、
過

ぎ
去
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、
大
切
な
も
の
、
い
と
お
し

い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
も
の
に
し
ろ
、

人
も
同
じ
で
す
。
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（神

戸
教
区
主
教
）

　

管
区
の
総
会
が
リ
モ
ー
ト
で
行

わ
れ
た
十
月
の
末
、
植
松
首
座
主

教
様
の
所
へ
北
ル
ソ
ン
教
区
の
ヒ

ラ
リ
ー
主
教
様
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
聖
公
会
の
信
徒
が
日
本
で
交
通

事
故
に
遭
っ
た
と
の
一
報
が
入
り

ま
し
た
。

　

彼
女
は
マ
イ
ラ
さ
ん
と
い
う
二

十
七
歳
の
介
護
士
候
補
生
で
、
日

本
で
研
修
を
始
め
て
ま
だ
一
年
と

経
た
な
い
青
年
で
す
。
徳
島
県
と

の
県
境
に
あ
る
、
東
か
が
わ
市
で

通
勤
中
に
事
故
に
遭
い
、
昏
睡
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
ご
家
族
の
到
着
を
待
っ

て
、
生
命
維
持
装
置
を
外
す
か
否

か
の
選
択
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
状
況
と
の
つ
ら
い
情
報
も
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
幸
い
数
週
間
で

自
発
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
人
工
呼
吸
器
も
は
ず
れ
ま
し

た
。

　

け
れ
ど
も
、
技
能
実
習
生
で
あ

れ
ば
帰
国
ま
で
面
倒
を
見
て
い
た

だ
け
る
の
で
す
が
、
経
済
連
携
協

定
に
よ
る
看
護
師
や
介
護
士
と
、

そ
の
候
補
生
に
つ
い
て
は
、
勉
強

し
て
資
格
取
得
の
後
、
長
く
日
本

国
内
で
働
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

前
提
に
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

香
川
医
大
病
院
の
説
明
に
よ
る

と
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で
は
、
帰
国

の
た
め
に
約
一
千
五
百
万
円
の
運

賃
が
か
か
り
、
終
息
し
た
と
し
て

も
五
百
万
円
以
上
必
要
で
、
費
用

補
助
が
な
い
限
り
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

十
二
月
に
入
り
、
人
道
的
な
観

点
か
ら
特
別
の
ビ
ザ
が
給
付
さ

れ
、
ご
家
族
は
日
本
に
入
国
で
き

ま
し
た
が
、
二
週
間
の
隔
離
期
間

が
必
要
で
、
待
機
期
間
を
経
て
、

妹
さ
ん
と
叔
母
さ
ん
が
よ
う
や
く

香
川
県
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
十
二
月
中
旬
の
こ
と
で

し
た
。

　

大
学
病
院
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
面
会
も
叶
わ
ず
、
意
識
の
回
復

は
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
の
説
明

が
主
治
医
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
誤
嚥
性
肺
炎
も
発
症
し
、
現

在
は
抗
生
物
質
で
抑
え
て
い
る
も

の
の
、
微
熱
も
続
い
て
い
ま
す
。

年
末
に
済
生
会
病
院
に
転
院
し
、

一
日
十
五
分
だ
け
の
面
会
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
本
人
の
医
療

費
・
療
養
費
等
は
保
険
な
ど
で
賄

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ご
家
族

の
滞
在
費
用
は
、
マ
イ
ラ
さ
ん
の

保
険
金
や
年
金
で
賄
う
こ
と
は
制

度
上
で
き
ま
せ
ん
。

　

幸
い
、
ご
家
族
の
往
復
旅
費
に

つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
事
館

が
用
立
て
て
お
り
、
返
済
義
務
も

な
い
よ
う
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
一
度
出
国
す
る

と
、
現
状
で
は
何
か
あ
っ
て
も
再

び
入
国
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の

で
、
ビ
ザ
の
許
す
九
十
日
間
、
ご

家
族
は
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
聖
公
会
は
、
神
戸

教
区
も
長
く
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を

通
し
て
馴
染
み
の
あ
る
教
会
で
あ

り
、
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
、
教
区
と
し
て
検
討
中
で
す
。

　

今
日
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
っ

て
農
業
・
漁
業
に
限
ら
ず
介
護
・

医
療
に
至
る
ま
で
、
日
本
人
の
生

活
を
支
え
て
戴
く
た
め
、
国
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
外
国
人
労
働
者
が
増
え
れ

ば
、
当
然
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま

す
。

　

神
戸
教
区
で
も
、
私
達
の
主
に

あ
る
家
族
が
、
異
国
の
地
で
慣
れ

な
い
環
境
の
中
で
苦
境
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
時
間
を

か
け
、
共
生
の
仕
組
み
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
は
、
福
音
書
の

イ
エ
ス
様
の
た
と
え
話
に
あ
る

「
傷
つ
い
た
旅
人
の
、
宿
代
を
負

担
し
た
隣
人
」と
な
っ
て
下
さ
る

方
々
を
、
求
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

目
標
金
額
は
二
十
万
円
、
期
間

は
二
月
末
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
各
教
会
に
お
配
り
す
る
趣

意
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
神

様
の
も
と
に
集
う
こ
と
を
喜
び
と

す
る
教
会
は
、
思
う
よ
う
に
礼
拝

や
集
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
教
会
の
教
会
建

築
事
業
の
た
め
、
三
度
目
と
な
る

収
穫
感
謝
献
金
に
ご
協
力
い
た
だ

き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で

紙
面
を
お
借
り
し
、
感
謝
に
か
え

て
徳
山
の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
建
築
事

業
は
、
老
朽
化
し
た
会
館
兼
教
役

者
住
居（
当
時
築
八
十
三
年
）を
ど

う
維
持
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、

現
在
行
っ
て
い
る
教
会
活
動
を
ど

の
よ
う
に
活
発
化
さ
せ
る
か
と
い

う
問
題
に
答
え
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
当
然
の
事
と
し
て
教
会
の

会
館
は「
信
徒
の
た
め
の
会
館
」で

あ
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
建
築
で
は
思
い
切

っ
て「
教
会
以
外
の
方
々
に
も
利
用

し
や
す
い
会
館
」を
目
指
し
ま
し

た
。
現
在
も
運
用
面
で
の
試
行
錯

誤
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
信
徒
そ

し
て
外
部
の
方
々
と
共
に
い
ろ
い

ろ
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
、
不
定
期
な
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
各
種
手
芸
、
語
学
、
習

字
、
小
学
生
学
習
教
室
、
木
工
、

聖
書
講
読
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
の
会
館
へ
の
入
場

者
数
は
、
礼
拝
後
の
食
事
会
、
日

曜
学
校
、
教
会
行
事
や
バ
ザ
ー
を

除
い
て
一
〇
三
三
名
で
し
た（「
会

館
使
用
記
録
」調
べ
）。
こ
れ
を
交

流
人
口
と
位
置
付
け
て
活
動
を
継

続
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
カ
フ
ェ
や
手
芸
品
の

展
示
・
販
売
を
行
う
マ
ル
シ
ェ
で

は
、
会
館
が
出
会
い
や
交
流
の
場

に
な
り
、
次
の
展
開
が
期
待
さ
れ

る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時

に
は
、
聖
職
と
信
徒
も
多
少
な
り

と
も
関
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
誰

で
も
で
き
る
教
会
の
ビ
ラ
配
り
。

こ
う
い
っ
た
交
流
事
業
は
、
教
会

の
情
報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
と

て
も
良
い
機
会
で
す
。

　

さ
て
、
毎
年
桜
の
花
び
ら
が
散

る
頃
に
な
る
と
建
築
会
計
担
当
者

さ
ん
は
、
そ
ろ
ば
ん
片
手
に
ソ
ワ

ソ
ワ
し
は
じ
め
ま
す
。
日
本
聖
公

会
管
区
に
は
建
築
融
資
金
運
営
委

員
会
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
借
財

が
残
り
約
六
〇
〇
万
円（
毎
年
約
百

万
円
返
済
）で
す
。
二
〇
一
八
年
ま

で
計
画
通
り
返
済
し
て
い
ま
し
た

が
、
教
区
分
担
金
計
算
方
法
の
変

更
や
教
会
を
支
え
る
信
徒
の
減
少

な
ど
で
不
足
が
生
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け

で
、
皆
様
の
お
祈
り
と
ご
協
力

は
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
く
、
は
や

り
病
の
混
乱
が
落
ち
着
き
、
ど
な

た
も
自
由
に
神
様
の
も
と
に
集
う

事
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
」収
穫
感
謝
献
金
報
告

二
デ
ナ
リ
オ
ン
の

　
　
　
　 

隣
人
を
求
め
て
い
ま
す

（                               

）

神
戸
教
区
教
務
局
長

司
祭  

パ
ウ
ロ 

上
原
　
信

（                               

）

片
理
　
入
馬

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
信
徒
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事
故
後
二
か
月
目
の
初
面
会

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
」

マイラ・Ｅ・ドッキョゲン



教
会
で
の
一
コ
マ

　
「
体
は
一
つ
で
も
、
多
く
の
部

分
か
ら
成
り
、
体
の
す
べ
て
の
部

分
の
数
は
多
く
て
も
、
体
は
一
つ

で
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一

つ
の
霊
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
と
ギ
リ

シ
ア
人
で
あ
ろ
う
と
、
奴
隷
で
あ

ろ
う
と
自
由
な
身
分
の
者
で
あ
ろ

う
と
、
皆
一
つ
の
体
と
な
る
た
め

に
洗
礼
を
受
け
、
皆
一
つ
の
霊
を

飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。」

（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
十
二
：
十
二
〜
十

三
）

　

先
日
、
あ
る
方
か
ら「
教
会
に

来
ら
れ
な
い
時
期
が
続
い
た
時

に
、
〇
〇
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。」と
い
う
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ま
た
あ
る
方
が
、
教
会
に
久

し
ぶ
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
方

に
「
毎
朝
お
祈
り
し
て
い
ま
し

た
。」と
声
を
か
け
て
い
る
姿
を
お

見
か
け
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
教

会
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た

以
前
の
よ
う
な
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、「
教
会
と
は
何
か
？
」と

い
う
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
会
の
一
致

　
「
教
会
と
は
何
か
」と
い
う
事
を

論
じ
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
人
物
に
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
彼
は
紀
元
三

世
紀
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝

国
か
ら
迫
害
さ
れ
て
い
た
時
代
の

カ
ル
タ
ゴ
の
司
教
で
し
た
。
迫
害

の
時
代
に
は
教
会
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
人
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
迫

害
が
終
わ
る
と
教
会
に
戻
っ
て
く

る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
人
を
巡
っ
て
、
迫
害
下

で
も
教
会
に
留
ま
っ
て
い
た
人
の

一
部
か
ら
不
満
が
出
て
、
教
会
は

分
裂
の
危
機
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

時
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
教
会
の
こ

と
を
「
太
陽
は
多
く
の
光
線
を

持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
光
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
一
本
の
木
に
は

多
く
の
枝
が
あ
る
が
、
一
つ
の
幹

の
み
が
深
い
根
か
ら
上
に
伸
び
て

い
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
小
川
も

た
だ
一
つ
の
水
源
の
み
か
ら
流
れ

出
て
く
る
」
と
表
現
し
た
の
で

す
。
つ
ま
り
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
、

「
教
会
と
は
何
か
」と
考
え
る
時
に

「
一
致
を
実
現
す
る
こ
と
」が
大
切

で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
ロ
ー
マ
帝

国
内
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
キ
プ
リ

ア
ヌ
ス
は
、
病
む
人
と
危
険
な
状

態
に
あ
る
人
々
を
ケ
ア
す
る
こ
と

に
集
中
す
る
よ
う
に
と
教
会
に
指

示
を
出
し
ま
し
た
。「
教
会
の
一

致
」を
強
く
主
張
し
た
キ
プ
リ
ア

ヌ
ス
は
、
人
々
に
隣
人
へ
の
ケ
ア

と
憐
れ
み
の
実
践
を
求
め
て
い
た

の
で
す
。

　

英
語
のcare

for

と
い
う
言
葉

を
調
べ
て
み
る
と
、「
〜
の
世
話

を
す
る
・
〜
を
介
護
す
る
」と
い

う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
〜
の

こ
と
を
思
い
や
り
を
持
っ
て
考
え

る
」と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
直
接

お
会
い
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
近
所
に
も
誰
に
も
会
う
こ
と

が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
方
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

時
に
こ
そ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、「
〇
〇
さ
ん
の
こ
と
を
思
い

や
っ
て
考
え
、
行
動
に
移
し
て
み

る
」こ
と
が「
教
会
」を
創
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。
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ビ
エ
ル
教
会

　

べ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

美　

紀

　

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

七　

海

　

ト　

マ　

ス　

佐
々
木　
　
　

陸

広
島
復
活
教
会

　

エ
ス
テ
ル　

三　

宅　

美　

希

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

　

マ　

リ　

ア　

西　

本　

信　

枝

広
島
復
活
教
会

十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

　

ス
ザ
ン
ナ　

前　

林　

三
智
子

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

十
二
月
六
日
（
日
）

　

グ
レ
ー
ス　

坂　

本　

修　

子

　

ミ
カ
エ
ル　

石　

部　
　
　

強

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

ト　

マ　

ス　

池　

田　

義　

広

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　

グ
レ
ー
ス　

益　

田　

純　

伶

　

ジ
ョ
イ
ス　

益　

田　
　
　

葵

明
石
聖
マ
リ
ア・マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

 

 ＊３月の記念逝去教役者
３日
６日
11日
12日
13日
16日
17日
17日
18日
21日
22日
22日
23日
25日
27日
27日
29日
30日
31日

司 祭
宣教師
宣教師
主 教
伝道師
宣教師
司 祭
宣教師
主 教
主 教
司 祭
伝道師
伝道師
伝道師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師

フレッド
アリス

アンジェラ
ヤコブ

エリザベス
エリック

フローレンス
クリストファー

ヒュー
オリバー
ナオミ
ハンナ

エリザベツ

ウォルター
ステパノ
ヨハネ
マリヤ

ケテルウェル
ロ バ ー ツ
オグレスビー
八 代　　崇
明 山 せ つ
ナ ッ シ ュ
ア レ ン
ガーデナー
木川田 一郎
フ ォ ス
ナ イ ト
広瀬なおみ
田中ハナ子
億川　三重
中尾ミサヲ
ウェストン
袴田観　一
粟飯原亀一
阿 部　　浄

３月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

日時　2021年３月４日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　執事　遠藤　洋介

司
祭　

バ
ル
ナ
バ　

永
　
野
　
拓
　
也

今
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

今
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

（
広
島
復
活
教
会
副
牧
師
）

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

初　
　

陪　
　

餐

祝　
　

洗　
　

礼
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十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

ト　

マ　

ス　

池　

田　

義　

広

下
関
聖
フ
ラ
ン
シ
ス・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

　

べ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

美　

紀

広
島
復
活
教
会

十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

　

ス
ザ
ン
ナ　

前　

林　

三
智
子

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

十
一
月　

三
日
（
火
）

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

常　

永　

秀　

子

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

十
二
月
六
日
（
日
）

　

マ　

リ　

ア　

松　

本　

志
津
枝

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

　

マ　

リ　

ア　

西　

本　

信　

枝

広
島
復
活
教
会

　

フ
ラ
ン
シ
ス　

津　

田　

信　

吾

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

救
主
降
生

二
〇
二
一
年
一
月
一
日

日
本
聖
公
会
神
戸
教
区

主
教  

オ
ー
ガ
ス
チ
ン  

小
林 

尚
明

下
記
の
よ
う
に
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
す
。

司
祭  

マ
ル
コ  

藤
井　

尚
人

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
牧
師
の
任
を
解

く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

広
島
復
活
教
会
牧
師
に
任
命
す
る
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

呉
信
愛
教
会
の
管
理
牧
師
を
委
嘱
す

る
。

司
祭  

ト
マ
ス  

河
村　

博
之

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
の
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
国
際
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
に
出
向

を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

　
　

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

司
祭  

ヨ
シ
ュ
ア  

長
田　

吉
史

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

広
島
復
活
教
会
牧
師
の
任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

呉
信
愛
教
会
管
理
牧
師
の
委
嘱
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
に

任
命
す
る
。

司
祭  

オ
ー
ガ
ス
チ
ン  

輿
賀
田 

光
嗣

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

立
教
英
国
学
院
出
向
の
任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
国
際
大
学
附
属
高
校
チ
ャ
プ

レ
ン
に
出
向
を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

　
　

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

司
祭  

イ
サ
ク  

坪
井　

智

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
教
区
主
教
座
聖
堂
主
日
勤
務

の
任
を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
管
理
牧
師
を

委
嘱
す
る
。

執
事  

テ
モ
テ  

遠
藤　

洋
介

二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
付

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
牧
師
補
の
任

を
解
く
。

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
付

東
北
教
区
出
向
を
命
ず
。

（
期
間
二
〇
二
一
年
四
月
〜

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）

　

礼
拝
自
粛
の
際
な
ど
に
は
教
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
主
日
の
説
教
動

画
」「
自
宅
で
の
祈
り
」ま
た
は「
礼

拝
の
動
画
」を
ご
覧
に
な
り
な
が

ら
、
共
に
お
祈
り
を
お
さ
さ
げ
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ホ
で
も
パ
ソ
コ
ン
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://w
w
w
.nskk-kobe.org/

ご　
　

逝　
　

去

祝　
　

堅　
　

信

お
詫
び
と
訂
正

　

神
の
お
と
ず
れ
一
月
号
四
頁
の

「
二
月
の
教
区
逝
去
者
記
念
式
」

の
案
内
に
お
い
て
、「
説
教 

執
事

河
村
博
之
」と
あ
り
ま
し
た
が
、

執
事
は
誤
り
で
正
し
く
は
司
祭
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。　
　
　
　

  （
広
報
部
）

公　
　

示

１
．
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
H
P
に
掲
載
の

The E
ucharist and com

ing
out of lockdow

n: A
 tract

for these C
O
V
ID
-19 tim

es,

「
聖
餐
式
再
開
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
」

を
二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
に
参
照
。

１
．
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